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　日々の暮らしに、もっとデザインの楽しさを取り入れたい！
そんな思いから、私は生活デザイン学科へ入学。グラフィック
やファッション、プロダクト、インテリアなど、様々な領域の
デザインを学べる環境は毎日が刺激的で、あっという間に時間
が過ぎていきました。
　授業以外にも色々な活動に飛び込むなか、インターンシップ
で訪れたのが現在の勤務先である【濱文様】でした。濱文様は、
てぬぐいや風呂敷をはじめとしたテキスタイル雑貨を企画から
販売まで手掛けている、横浜生まれのブランドです。入社後は
縫製部や企画部など、いくつかの部署を経験。現在は主に EC
サイトの運営を担当していますが、どの仕事においても生活デ
ザイン学科で幅広く学んできたことが活きているなと日々実感
しています。
　そんな中、今回ご縁があり、学園の創立 125 周年を記念する
アイテムとして、生活デザイン学科の皆さんと一緒にオリジナ
ルのてぬぐいを制作するプロジェクトにお声がけいただきまし
た。
　濱文様のてぬぐいは、横浜の伝統的な染色技法である「捺染（な
っせん）」という型染めで作られています。捺染は色ごとに版を

起こし、職人によって手作業で染め上げていく繊細な技術です。
今回のデザインのモチーフは、歴史ある学園の校章。多様な色
で構成されている校章を本来の色に近づけつつ、いかにてぬぐ
いのデザインとして美しく表現するか・・・配色や形に工夫を
凝らし、試行錯誤を重ねながら制作を進めました。
　このプロジェクトでは 4 名の学生がそれぞれの感性を活かし
たデザインを展開。同じ校章をモチーフにしていても、作り手
によって表情が変わるのがデザインの面白いところだなと感じ
ます。学生の皆さんの新鮮なアイデアや、ひたむきにデザイン
に向き合う姿勢には、私も学生時代を思い出し、多くの刺激を
受けました。
　完成したてぬぐいは、今後同窓会にて販売される予定です。
ぜひ、お手に取ってご覧ください。
　てぬぐいはハンカチとしてだけでなく、お部屋のインテリア
として飾ったり、スカーフ代わりに身に着けたり、贈り物を包
んだりと、様々な場面でお使いいただけるアイテムです。
　この特別なてぬぐいが、皆さまの暮らしに彩りを添えること
が出来れば嬉しく思います。

125 年の歴史を彩る、
校章柄てぬぐい
池田 夏実
株式会社ケイス【濱文様】 WEB 広報部

（平成 24 年・短期大学部 生活デザイン学科卒業）

同窓会だより／日本学国際研究所

モチーフとなった学園の校章 伝統と個性が花咲く、
学生デザインのてぬぐい



特集1　「第 21回 ACジャパン広告学生賞」受賞

　若い世代が広告制作を通して公共広告への理解を深め、「公」への意識を育むこ
とを目的に２００５年に設立されました。
　ＣＭ学生賞の名称で「テレビＣＭ部門」からスタートし、第 13 回の開催から「新
聞広告部門」を新設したのを機に広告学生賞へと名称変更しました。
　グラフィック部門の新設により表現の幅も広がり、より多くの学校に参加いただ
けるようになりました。
　学生ならではの自由な視点や発想を選考のポイントとし、グランプリ・準グラン
プリ受賞作品は、ＢＳ民放 11 局と全国５紙に放送・掲載されるということが、この
学生賞の最大の特徴でありメリットといえます。
　今後も、枠にとらわれず若い世代の視点から放たれる斬新な企画を期待しています。

ＡＣジャパン広告学生賞とは

　
三
星
さ
ん
の
作
品
は
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
作
品
で
す
。「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」と
は
、
家
族
の

介
護
や
ケ
ア
、
身
の
回
り
の
世
話
を
担
う18

歳
未
満
の

子
供
の
こ
と
で
す
。そ
の
生
活
が“

当
た
り
前”

で
、自
身
が

「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
と
い
う
認
識
が
な
い
子
ど
も
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。実
態
を
調
べ
て
い
く
と
進
学
や
就
職

の
際
に
家
族
か
人
生
か
の
選
択
に
ま
で
及
ん
で
い
る
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。そ
の
様
な
実
態
を
ま
ず
は
知
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
で
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　『
ラ
ン
ド
セ
ル
よ
り
も
重
い
も
の
を
背
負
っ
て
い
る
子

供
が
い
る
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
込
め
た
の
は
、
子
供
た

ち
が
見
え
な
い
重
荷
を
日
々
抱
え
な
が
ら
も
懸
命
に
生

き
る
姿
へ
の
敬
意
で
す
。儚
さ
や
脆
さ
を
ス
ト
レ
ー
ト
に

伝
え
る
た
め
、
あ
え
て
線
だ
け
で
描
き
切
り
、
余
白
を
活

か
す
こ
と
で
、
そ
の
重
み
が
よ
り
際
立
つ
よ
う
表
現
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
ポ
ッ
プ
に
配
置
し
た
野
菜
は
、
子
供
の
頭
の
中

に
広
が
る
「
現
実
と
無
垢
な
想
像
の
世
界
」
を
象
徴
し
て

い
ま
す
。一
見
明
る
く
楽
し
げ
に
見
え
る
一
方
で
、実
際
に

は
ケ
ア
の
責
任
感
や
不
安
と
い
っ
た
複
雑
な
感
情
が
混

在
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。制
作
で
は
、
線
と

余
白
の
バ
ラ
ン
ス
に
何
度
も
試
行
錯
誤
を
重
ね
、「
見
た

　「ACジャパン広告学生賞」は、若い世代が広告制作を通して公共広告への理解を深め、「公」への意識を育
むことを目的に2005 年に設立され、学生ならではの視点や発想が選考のポイントとなっているものです。
　第21回を迎えた「ACジャパン広告学生賞」は今年も全国の美術大学や一般大学からの作品が集まり、応
募数は過去最高となりました。「新聞広告部門」では参加校 35 校から734 作品の応募がありその中から一次・
二次・最終選考と審議が繰り広げられ、厳正な選考の結果、生活デザイン学科3年生の三星茂奈さんの作品
『ランドセルよりも重いものを背負っている子供がいる』が優秀賞を受賞しました。

優　秀　賞

第21回
ACジャパン
広告学生賞 生活デザイン学科

《新聞広告部門》
メディア情報学科
《テレビＣＭ部門》

公益社団法人 AC ジャパン "AC ジャパン広告学生賞とは " 第 20 回ＡＣジャパン広告学生賞
https://www.ad-c.or.jp/campaign/cm/about/index.html.（参照 2024-07-03）

受賞者コメント
三星茂奈さん
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の
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と
「
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包
す
る
メ
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セ
ー
ジ
の
重
厚

さ
」
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
に
最
も
苦
心
し
ま
し
た
。こ
の

作
品
を
通
じ
て
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
の
現
状
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
社
会
全
体
で
支
え
合
う

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
去
年
に
続
い
て
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果
た
し
て
と
て
も
嬉
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い
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す
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は
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情
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作
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を
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が
ら
制

作
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も
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が
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な
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、
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ア
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メ
制
作
や
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撮
影
、
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ま
で
、
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、
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に
な
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チ
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の
不
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問
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に
つ
い
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昔
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な
し
の

お
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び
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を
モ
チ
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フ
に
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シ
ョ

ン
で
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す
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ケ
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落
と
し
た

ら
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「
1
円
多
く
払
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か
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う
1
枚
チ
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ッ
ト

を
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れ
な
い
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」
と
誘
い
の
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が
返
っ
て
き
ま

す
。チ
ケ
ッ
ト
を
穴
に
落
と
し
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自
分
も
穴
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落
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す
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ベ
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す
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サ
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。
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売
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来
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な
る
こ
と
を
願
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て
い
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す
。

【表彰】メディア情報学科の学生が「第21回ACジャパン広告学生賞」において、
奨励賞を受賞しました
今年は、45 校の大学から、330点の作品が集まりました。その中から、メディア情報学科3 年生の松原想奈さんがチケットの
不正転売をテーマにしたCM「プラス1円で変わる人生」がテレビCM部門で奨励賞を受賞しました。

奨　励　賞
松原想奈さん

て
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の
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評
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と
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す
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で
と
う
ご
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い
ま
す
。
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」
と
誘
い
の
言
葉
が
返
っ
て
き
ま

す
。チ
ケ
ッ
ト
を
穴
に
落
と
し
て
み
た
ら
自
分
も
穴
に

落
ち
て
し
ま
い
、
結
局
チ
ケ
ッ
ト
不
正
転
売
禁
止
法
で

警
察
に
逮
捕
さ
れ
ま
す
。重
く
な
り
が
ち
な
テ
ー
マ
を

シ
ン
プ
ル
な
イ
ラ
ス
ト
で
表
現
し
、
テ
ン
ポ
良
く
進
め

　
皆
さ
ん
は
チ
ケ
ッ
ト
不
正
転
売
禁
止
法
と
い
う
法
律

が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
娯
楽
と
し
て
身
近

に
存
在
す
る
ラ
イ
ブ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
チ
ケ
ッ
ト
を

定
価
以
上
の
値
段
で
取
引
す
る
行
為
が
流
行
し
、
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
業
界
で
は
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
問
題
に
対
し
、
チ
ケ
ッ
ト
を
売
り
買
い
す
る
こ

と
が
犯
罪
な
の
で
は
な
く
、
1
円
で
も
高
く
チ
ケ
ッ
ト

を
サ
イ
ト
や
S
N
S
で
売
る
行
為
が
犯
罪
で
あ
り
、
そ

れ
を
買
う
こ
と
も
犯
罪
で
す
。
こ
の
C
M
を
観
て
、
身

近
に
潜
む
犯
罪
に
気
を
付
け
て
推
し
活
を
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
と
幸
い
で
す
。

　
1
枚
で
も
多
く
の
チ
ケ
ッ
ト
が
不
正
転
売
さ
れ
な
い

未
来
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

【表彰】メディア情報学科の学生が「第21回ACジャパン広告学生賞」において、
奨励賞を受賞しました
今年は、45 校の大学から、330点の作品が集まりました。その中から、メディア情報学科3 年生の松原想奈さんがチケットの
不正転売をテーマにしたCM「プラス1円で変わる人生」がテレビCM部門で奨励賞を受賞しました。

奨　励　賞
松原想奈さん

て
最
後
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
「
適
正
価
格
で
本
当
に
行

き
た
い
人
へ
」
で
う
ま
く
ま
と
め
た
こ
と
が
、
高
く
評

価
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
指
導
担
当
　
金
相
賢
准
教
授
）

受賞者コメント

「
第
21
回
A
C
ジ
ャ
パ
ン
広
告
学
生
賞
」受
賞

特
集
1
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特集 2　オープンキャンパス・学校説明会

［お問合せ］ 相模女子大学高等部
 TEL：042-742-1442　（平日 9 時～ 17 時、土曜日 9 時～ 12 時 30 分）
 Mail：kou@mail2.sagami-wu.ac.jp

※予定は変更になる場合があります。事前に各部HPにて最新情報をご確認ください。
●オープンキャンパス・学校説明会

中 学 部

［お問合せ］
相模女子大学中学部
TEL：042-742-1442

（平日 9 時～ 17 時、土曜日 9 時～ 12 時 30 分）
Mail：chu@mail2.sagami-wu.ac.jp

●プチセツ ※
　・  5 月 15 日（木）10 時～ 11 時
　・  6 月  5 日（木）10 時～ 11 時
　・  9 月 11 日（木）10 時～ 11 時
　・12 月 11 日（木）10 時～ 11 時
　・  1 月 15 日（木）10 時～ 11 時
●学校説明会 ※
　・  6 月 28 日（土）9 時 30 分～ 11 時 30 分
　・10 月 11 日（土）9 時 30 分～ 11 時 30 分
●過去問解説会【小学６年生対象】 ※
　・11 月 29 日（土）9 時 30 分～ 12 時 10 分

●プログラミング体験会【小学４，５，６年生対象】 ※
　・  5 月 10 日（土）9 時 30 分～ 11 時
　・  6 月  7 日（土）9 時 30 分～ 11 時
　・  7 月 12 日（土）9 時 30 分～ 11 時
　・  9 月  6 日（土）9 時 30 分～ 11 時
　・10 月  4 日（土）9 時 30 分～ 11 時
●プログラミング入試体験会【小学６年生対象】 ※
　・11 月 15 日（土）9 時 30 分～ 11 時
　・12 月 13 日（土）9 時 30 分～ 11 時
　・  1 月 10 日（土）9 時 30 分～ 11 時
●適性検査型入試体験＆説明会【小学６年生対象】 ※
　・  9 月 20 日（土）14 時～ 16 時
　・11 月 22 日（土）14 時～ 16 時
●ナイト説明会【予約不要】
　・10 月 22 日（水）19 時～ 20 時
　・12 月 12 日（金）19 時～ 20 時
　・  1 月 14 日（水）19 時～ 20 時

大学院 大学
●オープンキャンパス ※
　・8月2日（土）11時～16時・8月23日（土）11時～16時・9月21日（日）13時～16時30分・12月13日（土）14時30分～17時
　　学科説明 / 学科企画 / 体験授業 / 入試制度説明 / 各種個別相談 / キャンパスツアーなど ・2026年3月22日（日）13時～16時
●ナイト見学会 ※
 ・10月15日（水）、10月17日（金）18時00分～19時30分
●公開行事【相生祭】
 ・11月2日（日）、11月3日（月・祝）
●相生祭同時開催個別相談会 ※
 ・11月2日（日）、11月3日（月・祝）10時～15時
＊日程・実施方法・事前予約の有無等が変更になる場合があります。事前にHPで最新情報をご確認ください。

●ＷＥＢオープンキャンパス
 自宅にいながら大学の学びの内容を理解できる
　　　　　　　　WEB オープンキャンパスを開催しています。
●個人での学校見学
 お友達や保護者の方とゆっくりキャンパス見学ができます。
 ［受付時間］
 平　日　9 時～ 17 時　
　土曜日　9 時～ 12 時 30 分（土曜日窓口開室スケジュールは本学 HP よりご確認ください。）　
　日曜日・祝日は休業（ただし正門警備員室にてパンフレットを受け取ることができます。）

［お問合せ］ 相模女子大学・相模女子大学短期大学部大学事務部 入試課
 ●詳細は HP をご覧ください。　www.sagami-wu.ac.jp
 フリーダイヤル：0120-816-332　携帯から：042-749-5533
 （平日 9 時～ 17 時、土曜日 9 時～ 12 時 30 分）　　Mail：kouhou@isc.sagami-wu.ac.jp

大学ではオープンキャンパスや入試説明会、併設各部では学校説明会や体験授業など、今後開催予定の学園イベント情報を一挙
ご紹介！事前予約制のイベントもありますので、詳細は各部ホームページでご確認の上、お早めにお申し込みください！

特集 2　オープンキャンパス・学校説明会

WEB
オープンスクール
詳しくはこちら→

●個別相談 ※
 個別学校案内 7 月26日（土）～ 8 月23日（土）※日曜／祝日、特定日を除く

 ※申込期間は 6 月26日（木）～相談日の前日まで

●学校説明会 ※
 ・第1回学校説明会　9 月6日（土）

 ・第 2 回学校説明会　10 月25日（土）

 ・第 3 回学校説明会　11月15日（土）

 ・第 4 回学校説明会　11月29日（土）

　※申込期間は各回１か月前より先着順

高 等 部

幼 稚 部

小 学 部

［お問合せ］ 相模女子大学小学部
●詳細は HP をご覧ください。　www.sagami-wu.ac.jp/sho/
 TEL：042-742-1444　（平日 9 時～ 17 時）
 Mail：sho@mail2.sagami-wu.ac.jp

［お問合せ］ 認定こども園相模女子大学幼稚部
●詳細は HP をご覧ください。　www.sagami-wu.ac.jp　　TEL：042-742-1445　FAX：042-742-1431

●認定こども園相模女子大学幼稚部入園説明会
　・第 2 回 9 月 4 日（木）10 時～ 11 時
　・第 3 回 10 月 28 日（火）10 時～ 11 時
●入園希望者対象入園前個別相談会
　・ 8 月 27 日（水）、28 日（木）、29 日（金）
　※10 時～ 16 時の間で
　　1 人 30 分程度を予定しております。

●もも組入会説明会（2 歳児対象）
　・9 月 4 日（木）9 時 30 分～
●こんにちは会
　・ 9 月 17 日（水） ・ 10 月 8 日（水）
　・ 11 月 12 日（水） ・ 12 月 10 日（水）
　・ 1 月 14 日（水） ・ 2 月 25 日（水）
　・   3 月 4 日（水）

●ナイト説明会 ※
　ユニコムプラザさがみはらセミナールーム 2 (bono 相模大野サウスモール 3 階）

　・7 月 25 日（金）19 時～ 20 時
●学校説明会 ※
　・第 3 回学校説明会　9 月 12 日 （金） 9 時 20 分～ 12 時
　・第 4 回学校説明会　9 月 21 日 （日） 10 時 10 分～ 11 時 40 分
●学校説明会【次年度以降受験希望者向け】 ※
　・12 月 3 日（水）9 時～ 12 時

●「勉強って楽しい」と感じる授業体験ミニオープンスクール　※
　・2 月 28 日（土）【年中・年少対象】
　　9 時より
●学校行事【相生祭】 ※
　・11 月 2 日（日）、3 日（月・祝）
　　全校児童の図工作品を展示します。園児が参加できる

ワークショップも開催予定です。
●学校行事【造形展】 ※
　・2 月 14 日（土）9 時～ 14 時 30 分
　　園児が参加できるワークショップも開催予定です。

←イベント情報＊イベント予約・詳細は、
　HP「イベント情報」にて
　ご確認ください。
＊最新情報をメールで
　受信することも可能です。

最新情報
メール配信サービス→

※HPにて事前登録

※HPにて要予約

※HPにて要予約

※HPにて要予約

中学部学校説明会
公開行事詳しくはこちら

↑
WEB オープン

キャンパス
詳しくはこちら

高等部
学校説明会
公開行事
詳しくはこちら→

(開催日により内容は異なります。12月は1.2年向けミニOCになります。）

HP インスタ
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特集 2　オープンキャンパス・学校説明会

［お問合せ］ 相模女子大学高等部
 TEL：042-742-1442　（平日 9 時～ 17 時、土曜日 9 時～ 12 時 30 分）
 Mail：kou@mail2.sagami-wu.ac.jp

※予定は変更になる場合があります。事前に各部HPにて最新情報をご確認ください。
●オープンキャンパス・学校説明会

中 学 部

［お問合せ］
相模女子大学中学部
TEL：042-742-1442

（平日 9 時～ 17 時、土曜日 9 時～ 12 時 30 分）
Mail：chu@mail2.sagami-wu.ac.jp

●プチセツ ※
　・  5 月 15 日（木）10 時～ 11 時
　・  6 月  5 日（木）10 時～ 11 時
　・  9 月 11 日（木）10 時～ 11 時
　・12 月 11 日（木）10 時～ 11 時
　・  1 月 15 日（木）10 時～ 11 時
●学校説明会 ※
　・  6 月 28 日（土）9 時 30 分～ 11 時 30 分
　・10 月 11 日（土）9 時 30 分～ 11 時 30 分
●過去問解説会【小学６年生対象】 ※
　・11 月 29 日（土）9 時 30 分～ 12 時 10 分

●プログラミング体験会【小学４，５，６年生対象】 ※
　・  5 月 10 日（土）9 時 30 分～ 11 時
　・  6 月  7 日（土）9 時 30 分～ 11 時
　・  7 月 12 日（土）9 時 30 分～ 11 時
　・  9 月  6 日（土）9 時 30 分～ 11 時
　・10 月  4 日（土）9 時 30 分～ 11 時
●プログラミング入試体験会【小学６年生対象】 ※
　・11 月 15 日（土）9 時 30 分～ 11 時
　・12 月 13 日（土）9 時 30 分～ 11 時
　・  1 月 10 日（土）9 時 30 分～ 11 時
●適性検査型入試体験＆説明会【小学６年生対象】 ※
　・  9 月 20 日（土）14 時～ 16 時
　・11 月 22 日（土）14 時～ 16 時
●ナイト説明会【予約不要】
　・10 月 22 日（水）19 時～ 20 時
　・12 月 12 日（金）19 時～ 20 時
　・  1 月 14 日（水）19 時～ 20 時

大学院 大学
●オープンキャンパス ※
　・8月2日（土）11時～16時・8月23日（土）11時～16時・9月21日（日）13時～16時30分・12月13日（土）14時30分～17時
　　学科説明 / 学科企画 / 体験授業 / 入試制度説明 / 各種個別相談 / キャンパスツアーなど ・2026年3月22日（日）13時～16時
●ナイト見学会 ※
 ・10月15日（水）、10月17日（金）18時00分～19時30分
●公開行事【相生祭】
 ・11月2日（日）、11月3日（月・祝）
●相生祭同時開催個別相談会 ※
 ・11月2日（日）、11月3日（月・祝）10時～15時
＊日程・実施方法・事前予約の有無等が変更になる場合があります。事前にHPで最新情報をご確認ください。

●ＷＥＢオープンキャンパス
 自宅にいながら大学の学びの内容を理解できる
　　　　　　　　WEB オープンキャンパスを開催しています。
●個人での学校見学
 お友達や保護者の方とゆっくりキャンパス見学ができます。
 ［受付時間］
 平　日　9 時～ 17 時　
　土曜日　9 時～ 12 時 30 分（土曜日窓口開室スケジュールは本学 HP よりご確認ください。）　
　日曜日・祝日は休業（ただし正門警備員室にてパンフレットを受け取ることができます。）

［お問合せ］ 相模女子大学・相模女子大学短期大学部大学事務部 入試課
 ●詳細は HP をご覧ください。　www.sagami-wu.ac.jp
 フリーダイヤル：0120-816-332　携帯から：042-749-5533
 （平日 9 時～ 17 時、土曜日 9 時～ 12 時 30 分）　　Mail：kouhou@isc.sagami-wu.ac.jp

大学ではオープンキャンパスや入試説明会、併設各部では学校説明会や体験授業など、今後開催予定の学園イベント情報を一挙
ご紹介！事前予約制のイベントもありますので、詳細は各部ホームページでご確認の上、お早めにお申し込みください！

特集 2　オープンキャンパス・学校説明会

WEB
オープンスクール
詳しくはこちら→

●個別相談 ※
 個別学校案内 7 月26日（土）～ 8 月23日（土）※日曜／祝日、特定日を除く

 ※申込期間は 6 月26日（木）～相談日の前日まで

●学校説明会 ※
 ・第1回学校説明会　9 月6日（土）

 ・第 2 回学校説明会　10 月25日（土）

 ・第 3 回学校説明会　11月15日（土）

 ・第 4 回学校説明会　11月29日（土）

　※申込期間は各回１か月前より先着順

高 等 部

幼 稚 部

小 学 部

［お問合せ］ 相模女子大学小学部
●詳細は HP をご覧ください。　www.sagami-wu.ac.jp/sho/
 TEL：042-742-1444　（平日 9 時～ 17 時）
 Mail：sho@mail2.sagami-wu.ac.jp

［お問合せ］ 認定こども園相模女子大学幼稚部
●詳細は HP をご覧ください。　www.sagami-wu.ac.jp　　TEL：042-742-1445　FAX：042-742-1431

●認定こども園相模女子大学幼稚部入園説明会
　・第 2 回 9 月 4 日（木）10 時～ 11 時
　・第 3 回 10 月 28 日（火）10 時～ 11 時
●入園希望者対象入園前個別相談会
　・ 8 月 27 日（水）、28 日（木）、29 日（金）
　※10 時～ 16 時の間で
　　1 人 30 分程度を予定しております。

●もも組入会説明会（2 歳児対象）
　・9 月 4 日（木）9 時 30 分～
●こんにちは会
　・ 9 月 17 日（水） ・ 10 月 8 日（水）
　・ 11 月 12 日（水） ・ 12 月 10 日（水）
　・ 1 月 14 日（水） ・ 2 月 25 日（水）
　・   3 月 4 日（水）

●ナイト説明会 ※
　ユニコムプラザさがみはらセミナールーム 2 (bono 相模大野サウスモール 3 階）

　・7 月 25 日（金）19 時～ 20 時
●学校説明会 ※
　・第 3 回学校説明会　9 月 12 日 （金） 9 時 20 分～ 12 時
　・第 4 回学校説明会　9 月 21 日 （日） 10 時 10 分～ 11 時 40 分
●学校説明会【次年度以降受験希望者向け】 ※
　・12 月 3 日（水）9 時～ 12 時

●「勉強って楽しい」と感じる授業体験ミニオープンスクール　※
　・2 月 28 日（土）【年中・年少対象】
　　9 時より
●学校行事【相生祭】 ※
　・11 月 2 日（日）、3 日（月・祝）
　　全校児童の図工作品を展示します。園児が参加できる

ワークショップも開催予定です。
●学校行事【造形展】 ※
　・2 月 14 日（土）9 時～ 14 時 30 分
　　園児が参加できるワークショップも開催予定です。

←イベント情報＊イベント予約・詳細は、
　HP「イベント情報」にて
　ご確認ください。
＊最新情報をメールで
　受信することも可能です。

最新情報
メール配信サービス→

※HPにて事前登録

※HPにて要予約

※HPにて要予約

※HPにて要予約

中学部学校説明会
公開行事詳しくはこちら

↑
WEB オープン

キャンパス
詳しくはこちら

高等部
学校説明会
公開行事
詳しくはこちら→

(開催日により内容は異なります。12月は1.2年向けミニOCになります。）

HP インスタ
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を
慰
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ま
し
た

　
4
月
17
日
（
木

曜
日
）、
風
間
誠
史

理
事
長
を
は
じ
め
、

田
中
百
子
同
窓
会

長
、
同
窓
生
ら
が

本
学
の
前
身
で
あ

る
「
帝
国
女
子
専

門
学
校
」
の
跡
地

（
東
京
都
文
京
区
大

塚
）
に
立
て
ら
れ

た
「
大
塚
発
祥
の

地
」
の
碑
を
訪
れ
、

戦
災
犠
牲
者
を
慰

霊
し
ま
し
た
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大
学
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大
学
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短
期
大
学
部

I
T
業
界
研
究
＆
学
内
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催

　
大
学
4
年
生
を
対
象
と
し

た
I
T
業
界
研
究
＆
学
内
合

同
企
業
説
明
会
を
5
月
16
日

（
金
）
に
夢
を
か
な
え
る
セ

ン
タ
ー
の
ガ
ー
デ
ン
ホ
ー
ル

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
説
明
会
は
2
部
構
成

と
な
っ
て
お
り
、
第
1
部
で

は
I
T
業
界
全
体
に
つ
い

て
、
詳
し
い
解
説
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
第
2
部
で

は
I
T
業
界
の
特
徴
を
理
解

し
た
上
で
、
企
業
の
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
る
合
同
企
業

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

I
T
業
界
は
学
生
に
人
気
の

あ
る
業
界
で
す
が
、
W
e
b

系
や
自
社
開
発
・
客
先
常
駐

な
ど
、
企
業
に
よ
っ
て
特
徴

が
様
々
で
す
。
し
っ
か
り
と

業
界
を
理
解
す
る
こ
と
で
、

入
社
後
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
就
職
支
援
課
で
は
、
対
面

T
B
S
テ
レ
ビ『
ニ
ン
ゲ
ン
観
察
バ
ラ
エ
テ
ィ
　
　
　
　
　
　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
』に
相
模
女
子
大
学
が
出
演
し
ま
し
た

　
2
0
2
5
年
3
月
7
日（
金
）に
挙
行
し
た
卒
業
式
に
て『
ニ

ン
ゲ
ン
観
察
バ
ラ
エ
テ
ィ 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
』
の
撮
影
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
卒
業
生
は
も

ち
ろ
ん
、
先
生
方
に
も
内

密
に
企
画
さ
れ
、
本
学
構

内
や
相
模
女
子
大
学
グ
リ

ー
ン
ホ
ー
ル
で
ス
ペ
シ
ャ
ル

ゲ
ス
ト
に
よ
る
サ
プ
ラ
イ
ズ

演
技
が
披
露
さ
れ
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
こ

の
様
子
は
、
2
0
2
5
年

4
月
10
日
（
木
）
19
時
か

ら
T
B
S
テ
レ
ビ
に
て
放

映
さ
れ
ま
し
た
。

（
学
事
企
画
課
）

哀悼の意を表する
風間理事長

同窓生とともに当時の様子
を振り返る風間理事長

本学の前身「帝国女子専門学校」
跡地に立つ「大塚の碑」

IT 業界研究の様子合同企業説明会の様子

参考『相模女子大学八十年史』『校舎は焼けても学校は焼けない』
　　『相模女子大学幼稚部 50 周年記念誌』

盛り上がっている卒業生

　
1
9
4
5
年
4
月
13
日
夜
半
か
ら
14
日
未
明
に
か
け
て
の
大

空
襲
に
よ
り
、帝
国
女
子
専
門
学
校
の
校
舎
と
学
寮
は
全
焼
し
、

学
生
3
名
・
寮
母
1
名
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
の
田
中

義
能
校
長
は
「
校
舎
は
焼
け
て
も
、
学
校
は
焼
け
な
い
。
学
校

に
は
永
遠
の
命
が
あ
る
。」
と
教
職
員
や
学
生
を
励
ま
し
、
間

も
な
く
拓
殖
大
学
の
一
部
を
借
り
て
授
業
を
再
開
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
現
在
の
相
模
原
市
の
旧
陸
軍
通
信
学
校
跡
地
に
移
転

し
、
相
模
女
子
大
学
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

　
戦
災
か
ら
80
年
が
経
っ
た
地
を
訪
れ
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
々
に
哀
悼
の
意
を
捧
げ
ま
し
た
。

（
総
務
課
）

で
企
業
の
方
々
と
直
接
交
流
で
き
る
場
を
設
け
、
業
界
や
企

業
へ
の
知
識
を
深
め
、
充
実
し
た
就
職
活
動
が
で
き
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　（
就
職
支
援
課
）式典の様子

創 立 1 2 5 周 年 記 念 事 業 ／ ア ー カ イ ブ 室 コ ラ ム

　1946（昭和 21）年、相模女子大学の前身である帝国

女子専門学校が都心から相模原の地に移転してきま

した。移転当時の正門は、日本陸軍の教育機関のひと

つ「陸軍通信学校」（昭和 13 年、現在の東京都杉並区

から移転）時代から使用されていたもので、現在でも

学園の歴史的シンボルとして大切に使われています。

時代毎の正門の様子を写真で振り返ってみましょう。

　①は、1950（昭和 25）年頃に撮影されたもので、

正門には帝国女子専門学校、相模女子大学、相模女子

大学高等学校（後の高等部）、相模女子大学中学校（後

の中学部）、相模女子大学幼稚園（後の幼稚部）の

学校名の看板が掲げられています。

　②は、1950 年代半ばから 1960（昭和 30）年代半ば

に撮影されたもので、相模女子大学の表示があるバス

が写っています。正門前の歩道も構内の銀杏並木も

未だ舗装されてなく砂利道です。幼稚部 50 周年記念誌

には、「昭和 28 年、園児の送迎用として神奈川中央

交通より中古のバスを購入した。」との記録があります

ので、恐らくそのバスの写真かと思われます。

　③は、1980（昭和 55）年の相生祭に撮影されたもので

正門そのものをアーチにして、校章を上部にデザイン

するなど、創立 80 周年仕様の正門になっています。

　④は、2000（平成12）年頃に撮影されたもので、創立

100 周年記念の看板と当時のロゴマークが写っており、

現在とほぼ変わらない正門付近の景色が残されて

います。

　時代の移り変わりとともに学校は変遷していきます

が、これらの写真から、学園のシンボルである正門の

風景に大きな変化がないことがわかります。

相模女子大学の正門

①1950（昭和 25）年頃の正門

③1980（昭和 55）年 創立 80 周年仕様の正門

②1950 年代半ばから 1960 年半ば（昭和 30 年代）の正門

④2000（平成 12）年頃の正門

現在の正門



風
間
誠
史
理
事
長
ら
が
帝
国
女
子
専
門
学
校
跡
地
に
あ
る
碑
を

訪
れ
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災
犠
牲
者
を
慰
霊
し
ま
し
た
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風
間
誠
史

理
事
長
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は
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く
、
顔
の
表
情
や
向
き
ま
で
意

識
し
て
完
成
度
の
高
い
表
現
運

動
が
で
き
ま
し
た
。

　
各
競
技
は
、
ど
の
種
目
も
全

力
で
競
い
合
う
姿
が
み
ら
れ
、

走
る
種
目
で
は
ゴ
ー
ル
を
切
る

ま
で
順
位
が
分
か
ら
な
い
展
開
、

綱
引
き
な
ど
は
最
後
ま
で
ど
ち

ら
に
軍
配
が
あ
が
る
か
わ
か
ら

な
い
、
そ
ん
な
接
戦
ば
か
り
で

し
た
。

　
今
年
は
、「
自
分
を
支
え
て
く

れ
る
人
に
、
頑
張
る
姿
で
感
謝

を
伝
え
よ
う
！
」
と
い
う
気
持

ち
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
閉
会

式
で
、
来
場
し
て
く
だ
さ
っ
た

保
護
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
多

く
の
方
々
か
ら
、
そ
の
気
持
ち

が
伝
わ
っ
た
証
の
盛
大
な
拍
手

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
小
学
部
　
大
熊
）

と
て
も
楽
し
か
っ
た
体
育
祭

　
今
年
の
体
育
祭
は
応
援
団
や
仮
装
行
列
が
あ
り
と
て
も
賑

や
か
で
楽
し
い
体
育
祭
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
今
回
私

が
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
大
縄
飛
び
で
す
。
1
ク
ラ
ス
2
チ
ー
ム

に
別
れ
て
一
つ
の
長
い
縄
を
回
し
チ
ー
ム
の
み
ん
な
で
息
を

合
わ
せ
な
が
ら
跳
ぶ
中
学
部
種
目
で
す
。
中
学
部
体
育
祭
委

員
会
で
は
、
み
ん
な
が
楽
し
め
る

よ
う
に
、
練
習
か
ら
声
を
合
わ
せ

て
大
縄
を
練
習
し
ま
し
た
。
ま
た
、

本
番
で
も
1
〜
3
年
生
が
心
を
一

つ
に
し
練
習
の
成
果
を
発
揮
で
き

る
こ
の
競
技
に
し
て
良
か
っ
た
な

と
感
じ
ま
し
た
。

　
今
年
の
体
育
祭
は
と
て
も
楽
し

か
っ
た
の
で
、
来
年
も
中
高
と
も
に

楽
し
い
と
思
え
る
体
育
祭
に
し
た

い
で
す
。（
中
学
部
体
育
祭
運
営
委
員
会
　
委
員
長
　
鈴
木
　
幸
）

学園各部報告  

9　Campus News vol.185 Campus News vol.185　8

  学園各部報告

中
学
部
・
高
等
部

【
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
部
】県
大
会
初
優
勝
！

　
6
月
14
日
（
土
）、
第
63
回
神
奈

川
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ダ

ン
ス
競
技
に
相
模
女
子
大
学
高
等

部
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
部
が
出
場
し
ま

し
た
。
1
月
の
新
人
大
会
で
は
7
位

と
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
が
、

リ
ベ
ン
ジ
に
燃
え
練
習
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
4
月
に
は
新
入
部
員
11
名
を
迎
え
、
創
部
以
来

初
の
優
勝
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
頃
、
活
動
を

支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
の
作
品
は
、「
西
部
戦
線
異
状
な
し
」
と
い
う
、
第
一
次

世
界
大
戦
の
西
部
戦
線
を
一
兵
士
の
視
点
か
ら
描
い
た
戦
争
文

学
を
も
と
に
し
た
作
品
で
す
。
こ
の
作
品
で
、
8
月
5
日
（
火
）

よ
り
神
戸
市
文
化
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
る
第
37
回
全
日
本
高
校
・

大
学
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
神
戸
）
に
出
場
し
ま
す
。
県
大

会
以
上
の
演
技
に
し
、
入
賞
を
目
指
し
ま
す
。

　
応
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

体
育
祭
を
終
え
て

　
運
営
委
員
会
の
活
動
を
振
り
返
る
と
、
ま
ず
初
め
に
生
徒
の

意
見
を
反
映
す
る
た
め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
も
と
に
、
ど
の
よ
う
に
体
育
祭
を
よ
り
良
く
で
き

る
の
か
を
模
索
し
な
が
ら
会
議
を
重
ね
、
昨
年
度
よ
り
も
生
徒

の
意
見
を
取
り
入
れ
た
体
育
祭
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
自
ら
委
員
長
に
立
候
補
し
た
も
の
の
、
当
初
は
全
体

を
ま
と
め
る
こ
と
に
苦
戦
し
、
本
当
に
私
が
委
員
長
で
良
か
っ

た
の
か
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
会
議
を
重

ね
る
ご
と
に
進
行
に
も
慣
れ
、
効
率
的
に
意
見
を
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

    

体
育
祭
当
日
、
運
営
委
員
長
と
し
て
の
言
葉
を
終
え
た
瞬

間
、
全
身
の
力
が
抜
け
、
こ
れ
ま
で
に
感
じ
た
こ
と
の
な
い

達
成
感
と
解
放
感
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、

こ
の
体
育
祭
に
力
を
注
ぎ
、
悩
み
な
が
ら
も
全
力
で
取
り
組

ん
だ
日
々
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
不
甲
斐
な
い
委
員
長

で
、
運
営
委
員
の
皆
に
は
苦
労
を
か
け
て
し
ま
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
最
後
ま
で
一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
て
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
思
う
こ
と
は
「
委
員
長
を
し
て
良
か
っ
た
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
大
変
な
こ
と
も
多
か
っ
た
で
す
が
、
私
自
身
の
成

長
に
つ
な
が
る
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
運
営
委
員
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
こ
の
経
験

が
成
長
や
自
信
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
嬉
し
い
で
す
。
今
年
度
の
体

育
祭
が
、
皆
さ
ん
の
高
校
生
活
の

中
で
素
敵
な
思
い
出
と
し
て
残
っ

て
い
る
と
嬉
し
い
で
す
。

　
そ
し
て
、
来
年
度
の
体
育
祭
が

更
に
良
い
も
の
に
な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

（
高
等
部
体
育
祭
運
営
委
員
会
　
委
員
長
　
中
島
唯
智
）

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
　
5
月
25
日（
日
）

　
令
和
7
年
度
第
63
回
神
奈
川
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

第
7
回
神
奈
川
県
高
等
学
校
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
大
会
3
層

部
門
第
2
位
161.0
点 

総
合
第
3
位

吹
奏
楽
部

　
6
月
15
日（
日
）に
相
模
女
子
大
学

グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
定
期

演
奏
会
は
、1
，5
0
0
名
を
超
え
る

お
客
様
を
お
迎
え
し
、
盛
大
に
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ソ
リ
ス

ト
（
T
u
b
a
渡
部
陽
菜
さ
ん
・

P
e
r
c
.
石
川
直
さ
ん
）
と
の
共

演
や
マ
ー
チ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ
、バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
部
と
の

コ
ラ
ボ
な
ど
も
、
お
陰
様
で
大
好
評
で
し
た
。会
場
を
盛
り
上

げ
て
く
だ
さ
っ
た
ご
来
場
の
み
な
さ
ま
に
、改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、開
催
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
一
層
精
進
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
応
援
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

な
お
、
来
年
の
定

演
は
5
月
6
日
（
祝
）
に
厚
木
市
文
化
会
館
で
開
催
す
る
こ
と

が
決
定
し
て
お
り
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
来
場
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
中
高
吹
奏
楽
部
　
部
長
　
高
等
部
3
年
　
渡
辺 

奈
楓
）

さ
つ
ま
い
も
畑

　
き
く
組
に
進
級
し
、
新
し
い
保
育
室
や
玩
具
に
期
待
感
を

高
め
る
子
ど
も
た
ち
。毎
日「
今
日
は
何
を
し
て
遊
ぼ
う
か
な
」

と
瞳
を
輝
か
せ
な
が
ら
登
園
す
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。
少

し
ず
つ
友
だ
ち
と
の
関
わ
り
も
増
え
て
き
て
、
友
だ
ち
と
一

緒
に
遊
ぶ
中
で
「
折
り
紙
上
手
だ
ね
」「
鬼
ご
っ
こ
速
い
ね
」

な
ど
と
友
だ
ち
の
良
い
と
こ
ろ
を
発
見
し
て
伝
え
合
い
、
信

頼
関
係
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
心
地
よ
く
感
じ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　
戸
外
で
遊
ぶ
こ
と
が
大
好
き
な
子
ど
も
た
ち
は
、
自
然
を

肌
で
感
じ
て
新
た
な
発
見
を
す
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

先
日
、
幼
稚
部
の
裏
庭
に
あ
る
畑
に
さ
つ
ま
い
も
の
苗
を
植

え
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
提
案
で
「
さ
つ
ま
い
も
が
寝
る

ベ
ッ
ド
を
柔
ら
か
く
し
よ
う
」
と
畑
を
耕
し
ま
し
た
。
砂
場

や
水
た
ま
り
の
泥
と
は
異
な
る
触
り
心
地
に
「
こ
の
砂
で
泥

認
定
こ
ど
も
園 

幼
稚
部

小
学
部

全
力
で
や
り
き
っ
た
競
技
と
演
技
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
74
回
　
小
学
部
運
動
会
　

　
５
月
24
日
（
土
）、
第
74
回
　
小
学
部
運
動
会
を
行
い
ま
し

た
。
数
日
前
か
ら
の
天
気
予
報
で
は
、
当
日
は
雨
の
予
報
が

出
て
い
た
た
め
、
無
事
に
実
施
で
き
る
か
ど
う
か
を
心
配
し

ま
し
た
が
、
蓋
を
開
け
て
み
れ
ば
、
日
中
の
降
雨
は
な
く
、

程
よ
い
曇
り
空
で
、
暑
く
な
く
、
絶
好
の
運
動
会
日
和
と
な

り
ま
し
た
。

　
伝
統
の
全
校
演
技
は
、
鳴
子
使
っ
た
ダ
ン
ス
「
鳴
子
祭
り

〜
高
ら
か
に
響
け
〜
」
を
披
露

し
ま
し
た
。
前
半
の
高
学
年

パ
ー
ト
は
、
曲
『
恥
ず
か
し
い

か
青
春
は
』
に
の
せ
て
上
級
生

ら
し
く
か
っ
こ
い
い
鳴
子
ダ
ン

ス
を
、
低
学
年
か
ら
始
ま
り
全

校
児
童
で
踊
る
後
半
パ
ー
ト

は
、
曲
『
爽
涼
鼓
舞
』
に
合
わ

せ
て
、
疾
走
感
あ
ふ
れ
る
ダ
ン

ス
を
し
ま
し
た
。
体
全
体
の
動

き
や
鳴
子
の
響
き
だ
け
で
な

綱引き優勝　青組 総合優勝　黄色組　歓喜の瞬間

5、6 年生有志による剣舞 全校演技　鳴子祭り～高らかに響け～

看板も作りました

美味しくなあれ夢中になって畑を耕す子どもたち

団
子
作
っ
た
ら
綺
麗
に
で
き
そ
う
」
や
「
虫
の
お
う
ち
だ
ね
」

な
ど
感
じ
た
こ
と
を
友
だ
ち
や
保
育
者
に
共
有
す
る
姿
も
見

ら
れ
ま
し
た
。
苗
を
持
つ
際
は
優
し
く
慎
重
に
持
ち
、
大
切

に
扱
う
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
毎
日
の
よ

う
に
「
も
う
大
き
く
な
っ
た
か
な
？
」「
い
つ
食
べ
る
？
」「
ス

イ
ー
ト
ポ
テ
ト
を
作
る
の
は
ど
う
？
」
と
さ
つ
ま
い
も
の
生

長
を
待
ち
遠
し
く
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
さ
つ
ま
い
も
は
11
月
頃
に
収
穫
を
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と

調
理
を
楽
し
む
予
定
で
す
。
今
後
さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
が

さ
つ
ま
い
も
の
生
長
に
期
待
感
を
高
め
、
食
に
興
味
を
深
め

て
い
け
る
よ
う
、
畑
の
観
察
を
し
て
子
ど
も
た
ち
と
発
見
し

た
こ
と
を
共
有
し
た
り
、
さ
つ
ま
い
も
に
関
す
る
絵
本
を
読

み
聞
か
せ
し
た
り
図
鑑
を
掲
示
し
た
り
し
な
が
ら
、
興
味
が

深
ま
っ
て
い
く
様
子
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
幼
稚
部
　
小
松
）

次は 8 月 5 日神戸の全国大会！どこか見覚えのある魔法学校

戦術と戦略の駆け引き「竹引き」

初
出
場
の
１
年
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　「
は
じ
め
て
の
ト
ッ
プ
ポ
ジ
シ
ョ

ン
だ
っ
た
の
で
不
安
と
緊
張
が
あ
り

ま
し
た
。先
輩
方
が
「
絶
対
大
丈
夫
！

で
き
る
よ
！
」「
笑
顔
で
楽
し
も

う
！
」
と
前
向
き
な
言
葉
を
か
け
て

く
れ
た
の
で
不
安
も
消
え
、
全
力
で

2
分
30
秒
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。大
き
な
ミ
ス
も
な
く
2
位
で
追
わ
れ
た
こ
と
は
嬉
し
い

の
で
す
が
、
完
璧
で
納
得
の
い
く
演
技
は
で
き
な
か
っ
た
の

で
、
関
東
大
会
ま
で
の
練
習
は
、
正
確
さ
と
ク
リ
ー
ン
な
ス
タ

ン
ツ
を
目
指
し
て
全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
。」1
年
生
Y
さ
ん

　「
本
番
前
後
で
先
輩
が
た
く
さ
ん
声
か
け
を
し
て
く
れ
た
の

で
、
あ
ま
り
緊
張
せ
ず
に
演
技
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。演
技

が
終
わ
っ
て
み
る
と
、
焦
ら
な
け
れ
ば
良
か
っ
た
と
感
じ
る
部
分

が
多
く
あ
り
、
完
璧
な
演
技
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
し
さ
と

し
て
残
り
ま
し
た
。関
東
大
会
に
向
け
て
普
段
の
練
習
か
ら
自
分

の
意
見
を
伝
え
る
こ
と
や
隙
間
時
間
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て

練
習
に
取
り
組
む
こ
と
を
大
切
に
し
た
い
で
す
。」1
年
生
I
さ
ん 次は8月28～31日のJAPAN CUP!来年は5月6日（祝）です



く
、
顔
の
表
情
や
向
き
ま
で
意

識
し
て
完
成
度
の
高
い
表
現
運

動
が
で
き
ま
し
た
。

　
各
競
技
は
、
ど
の
種
目
も
全

力
で
競
い
合
う
姿
が
み
ら
れ
、

走
る
種
目
で
は
ゴ
ー
ル
を
切
る

ま
で
順
位
が
分
か
ら
な
い
展
開
、

綱
引
き
な
ど
は
最
後
ま
で
ど
ち

ら
に
軍
配
が
あ
が
る
か
わ
か
ら

な
い
、
そ
ん
な
接
戦
ば
か
り
で

し
た
。

　
今
年
は
、「
自
分
を
支
え
て
く

れ
る
人
に
、
頑
張
る
姿
で
感
謝

を
伝
え
よ
う
！
」
と
い
う
気
持

ち
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
閉
会

式
で
、
来
場
し
て
く
だ
さ
っ
た

保
護
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
多

く
の
方
々
か
ら
、
そ
の
気
持
ち

が
伝
わ
っ
た
証
の
盛
大
な
拍
手

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
小
学
部
　
大
熊
）

と
て
も
楽
し
か
っ
た
体
育
祭

　
今
年
の
体
育
祭
は
応
援
団
や
仮
装
行
列
が
あ
り
と
て
も
賑

や
か
で
楽
し
い
体
育
祭
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
今
回
私

が
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
大
縄
飛
び
で
す
。
1
ク
ラ
ス
2
チ
ー
ム

に
別
れ
て
一
つ
の
長
い
縄
を
回
し
チ
ー
ム
の
み
ん
な
で
息
を

合
わ
せ
な
が
ら
跳
ぶ
中
学
部
種
目
で
す
。
中
学
部
体
育
祭
委

員
会
で
は
、
み
ん
な
が
楽
し
め
る

よ
う
に
、
練
習
か
ら
声
を
合
わ
せ

て
大
縄
を
練
習
し
ま
し
た
。
ま
た
、

本
番
で
も
1
〜
3
年
生
が
心
を
一

つ
に
し
練
習
の
成
果
を
発
揮
で
き

る
こ
の
競
技
に
し
て
良
か
っ
た
な

と
感
じ
ま
し
た
。

　
今
年
の
体
育
祭
は
と
て
も
楽
し

か
っ
た
の
で
、
来
年
も
中
高
と
も
に

楽
し
い
と
思
え
る
体
育
祭
に
し
た

い
で
す
。（
中
学
部
体
育
祭
運
営
委
員
会
　
委
員
長
　
鈴
木
　
幸
）
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中
学
部
・
高
等
部

【
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
部
】県
大
会
初
優
勝
！

　
6
月
14
日
（
土
）、
第
63
回
神
奈

川
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ダ

ン
ス
競
技
に
相
模
女
子
大
学
高
等

部
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
部
が
出
場
し
ま

し
た
。
1
月
の
新
人
大
会
で
は
7
位

と
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
が
、

リ
ベ
ン
ジ
に
燃
え
練
習
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
4
月
に
は
新
入
部
員
11
名
を
迎
え
、
創
部
以
来

初
の
優
勝
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
頃
、
活
動
を

支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
の
作
品
は
、「
西
部
戦
線
異
状
な
し
」
と
い
う
、
第
一
次

世
界
大
戦
の
西
部
戦
線
を
一
兵
士
の
視
点
か
ら
描
い
た
戦
争
文

学
を
も
と
に
し
た
作
品
で
す
。
こ
の
作
品
で
、
8
月
5
日
（
火
）

よ
り
神
戸
市
文
化
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
る
第
37
回
全
日
本
高
校
・

大
学
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
神
戸
）
に
出
場
し
ま
す
。
県
大

会
以
上
の
演
技
に
し
、
入
賞
を
目
指
し
ま
す
。

　
応
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

体
育
祭
を
終
え
て

　
運
営
委
員
会
の
活
動
を
振
り
返
る
と
、
ま
ず
初
め
に
生
徒
の

意
見
を
反
映
す
る
た
め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
も
と
に
、
ど
の
よ
う
に
体
育
祭
を
よ
り
良
く
で
き

る
の
か
を
模
索
し
な
が
ら
会
議
を
重
ね
、
昨
年
度
よ
り
も
生
徒

の
意
見
を
取
り
入
れ
た
体
育
祭
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
自
ら
委
員
長
に
立
候
補
し
た
も
の
の
、
当
初
は
全
体

を
ま
と
め
る
こ
と
に
苦
戦
し
、
本
当
に
私
が
委
員
長
で
良
か
っ

た
の
か
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
会
議
を
重

ね
る
ご
と
に
進
行
に
も
慣
れ
、
効
率
的
に
意
見
を
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

    

体
育
祭
当
日
、
運
営
委
員
長
と
し
て
の
言
葉
を
終
え
た
瞬

間
、
全
身
の
力
が
抜
け
、
こ
れ
ま
で
に
感
じ
た
こ
と
の
な
い

達
成
感
と
解
放
感
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、

こ
の
体
育
祭
に
力
を
注
ぎ
、
悩
み
な
が
ら
も
全
力
で
取
り
組

ん
だ
日
々
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
不
甲
斐
な
い
委
員
長

で
、
運
営
委
員
の
皆
に
は
苦
労
を
か
け
て
し
ま
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
最
後
ま
で
一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
て
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
思
う
こ
と
は
「
委
員
長
を
し
て
良
か
っ
た
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
大
変
な
こ
と
も
多
か
っ
た
で
す
が
、
私
自
身
の
成

長
に
つ
な
が
る
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
運
営
委
員
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
こ
の
経
験

が
成
長
や
自
信
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
嬉
し
い
で
す
。
今
年
度
の
体

育
祭
が
、
皆
さ
ん
の
高
校
生
活
の

中
で
素
敵
な
思
い
出
と
し
て
残
っ

て
い
る
と
嬉
し
い
で
す
。

　
そ
し
て
、
来
年
度
の
体
育
祭
が

更
に
良
い
も
の
に
な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

（
高
等
部
体
育
祭
運
営
委
員
会
　
委
員
長
　
中
島
唯
智
）

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
　
5
月
25
日（
日
）

　
令
和
7
年
度
第
63
回
神
奈
川
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

第
7
回
神
奈
川
県
高
等
学
校
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
大
会
3
層

部
門
第
2
位
161.0
点 

総
合
第
3
位

吹
奏
楽
部

　
6
月
15
日（
日
）に
相
模
女
子
大
学

グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
定
期

演
奏
会
は
、1
，5
0
0
名
を
超
え
る

お
客
様
を
お
迎
え
し
、
盛
大
に
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ソ
リ
ス

ト
（
T
u
b
a
渡
部
陽
菜
さ
ん
・

P
e
r
c
.
石
川
直
さ
ん
）
と
の
共

演
や
マ
ー
チ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ
、バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
部
と
の

コ
ラ
ボ
な
ど
も
、
お
陰
様
で
大
好
評
で
し
た
。会
場
を
盛
り
上

げ
て
く
だ
さ
っ
た
ご
来
場
の
み
な
さ
ま
に
、改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、開
催
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
一
層
精
進
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
応
援
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

な
お
、
来
年
の
定

演
は
5
月
6
日
（
祝
）
に
厚
木
市
文
化
会
館
で
開
催
す
る
こ
と

が
決
定
し
て
お
り
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
来
場
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
中
高
吹
奏
楽
部
　
部
長
　
高
等
部
3
年
　
渡
辺 

奈
楓
）

さ
つ
ま
い
も
畑

　
き
く
組
に
進
級
し
、
新
し
い
保
育
室
や
玩
具
に
期
待
感
を

高
め
る
子
ど
も
た
ち
。毎
日「
今
日
は
何
を
し
て
遊
ぼ
う
か
な
」

と
瞳
を
輝
か
せ
な
が
ら
登
園
す
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。
少

し
ず
つ
友
だ
ち
と
の
関
わ
り
も
増
え
て
き
て
、
友
だ
ち
と
一

緒
に
遊
ぶ
中
で
「
折
り
紙
上
手
だ
ね
」「
鬼
ご
っ
こ
速
い
ね
」

な
ど
と
友
だ
ち
の
良
い
と
こ
ろ
を
発
見
し
て
伝
え
合
い
、
信

頼
関
係
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
心
地
よ
く
感
じ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　
戸
外
で
遊
ぶ
こ
と
が
大
好
き
な
子
ど
も
た
ち
は
、
自
然
を

肌
で
感
じ
て
新
た
な
発
見
を
す
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

先
日
、
幼
稚
部
の
裏
庭
に
あ
る
畑
に
さ
つ
ま
い
も
の
苗
を
植

え
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
提
案
で
「
さ
つ
ま
い
も
が
寝
る

ベ
ッ
ド
を
柔
ら
か
く
し
よ
う
」
と
畑
を
耕
し
ま
し
た
。
砂
場

や
水
た
ま
り
の
泥
と
は
異
な
る
触
り
心
地
に
「
こ
の
砂
で
泥

認
定
こ
ど
も
園 

幼
稚
部

小
学
部

全
力
で
や
り
き
っ
た
競
技
と
演
技
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
74
回
　
小
学
部
運
動
会
　

　
５
月
24
日
（
土
）、
第
74
回
　
小
学
部
運
動
会
を
行
い
ま
し

た
。
数
日
前
か
ら
の
天
気
予
報
で
は
、
当
日
は
雨
の
予
報
が

出
て
い
た
た
め
、
無
事
に
実
施
で
き
る
か
ど
う
か
を
心
配
し

ま
し
た
が
、
蓋
を
開
け
て
み
れ
ば
、
日
中
の
降
雨
は
な
く
、

程
よ
い
曇
り
空
で
、
暑
く
な
く
、
絶
好
の
運
動
会
日
和
と
な

り
ま
し
た
。

　
伝
統
の
全
校
演
技
は
、
鳴
子
使
っ
た
ダ
ン
ス
「
鳴
子
祭
り

〜
高
ら
か
に
響
け
〜
」
を
披
露

し
ま
し
た
。
前
半
の
高
学
年

パ
ー
ト
は
、
曲
『
恥
ず
か
し
い

か
青
春
は
』
に
の
せ
て
上
級
生

ら
し
く
か
っ
こ
い
い
鳴
子
ダ
ン

ス
を
、
低
学
年
か
ら
始
ま
り
全

校
児
童
で
踊
る
後
半
パ
ー
ト

は
、
曲
『
爽
涼
鼓
舞
』
に
合
わ

せ
て
、
疾
走
感
あ
ふ
れ
る
ダ
ン

ス
を
し
ま
し
た
。
体
全
体
の
動

き
や
鳴
子
の
響
き
だ
け
で
な

綱引き優勝　青組 総合優勝　黄色組　歓喜の瞬間

5、6 年生有志による剣舞 全校演技　鳴子祭り～高らかに響け～

看板も作りました

美味しくなあれ夢中になって畑を耕す子どもたち

団
子
作
っ
た
ら
綺
麗
に
で
き
そ
う
」
や
「
虫
の
お
う
ち
だ
ね
」

な
ど
感
じ
た
こ
と
を
友
だ
ち
や
保
育
者
に
共
有
す
る
姿
も
見

ら
れ
ま
し
た
。
苗
を
持
つ
際
は
優
し
く
慎
重
に
持
ち
、
大
切

に
扱
う
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
毎
日
の
よ

う
に
「
も
う
大
き
く
な
っ
た
か
な
？
」「
い
つ
食
べ
る
？
」「
ス

イ
ー
ト
ポ
テ
ト
を
作
る
の
は
ど
う
？
」
と
さ
つ
ま
い
も
の
生

長
を
待
ち
遠
し
く
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
さ
つ
ま
い
も
は
11
月
頃
に
収
穫
を
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と

調
理
を
楽
し
む
予
定
で
す
。
今
後
さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
が

さ
つ
ま
い
も
の
生
長
に
期
待
感
を
高
め
、
食
に
興
味
を
深
め

て
い
け
る
よ
う
、
畑
の
観
察
を
し
て
子
ど
も
た
ち
と
発
見
し

た
こ
と
を
共
有
し
た
り
、
さ
つ
ま
い
も
に
関
す
る
絵
本
を
読

み
聞
か
せ
し
た
り
図
鑑
を
掲
示
し
た
り
し
な
が
ら
、
興
味
が

深
ま
っ
て
い
く
様
子
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
幼
稚
部
　
小
松
）

次は 8 月 5 日神戸の全国大会！どこか見覚えのある魔法学校

戦術と戦略の駆け引き「竹引き」

初
出
場
の
１
年
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　「
は
じ
め
て
の
ト
ッ
プ
ポ
ジ
シ
ョ

ン
だ
っ
た
の
で
不
安
と
緊
張
が
あ
り

ま
し
た
。先
輩
方
が
「
絶
対
大
丈
夫
！

で
き
る
よ
！
」「
笑
顔
で
楽
し
も

う
！
」
と
前
向
き
な
言
葉
を
か
け
て

く
れ
た
の
で
不
安
も
消
え
、
全
力
で

2
分
30
秒
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。大
き
な
ミ
ス
も
な
く
2
位
で
追
わ
れ
た
こ
と
は
嬉
し
い

の
で
す
が
、
完
璧
で
納
得
の
い
く
演
技
は
で
き
な
か
っ
た
の

で
、
関
東
大
会
ま
で
の
練
習
は
、
正
確
さ
と
ク
リ
ー
ン
な
ス
タ

ン
ツ
を
目
指
し
て
全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
。」1
年
生
Y
さ
ん

　「
本
番
前
後
で
先
輩
が
た
く
さ
ん
声
か
け
を
し
て
く
れ
た
の

で
、
あ
ま
り
緊
張
せ
ず
に
演
技
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。演
技

が
終
わ
っ
て
み
る
と
、
焦
ら
な
け
れ
ば
良
か
っ
た
と
感
じ
る
部
分

が
多
く
あ
り
、
完
璧
な
演
技
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
し
さ
と

し
て
残
り
ま
し
た
。関
東
大
会
に
向
け
て
普
段
の
練
習
か
ら
自
分

の
意
見
を
伝
え
る
こ
と
や
隙
間
時
間
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て

練
習
に
取
り
組
む
こ
と
を
大
切
に
し
た
い
で
す
。」1
年
生
I
さ
ん 次は8月28～31日のJAPAN CUP!来年は5月6日（祝）です
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　日々の暮らしに、もっとデザインの楽しさを取り入れたい！
そんな思いから、私は生活デザイン学科へ入学。グラフィック
やファッション、プロダクト、インテリアなど、様々な領域の
デザインを学べる環境は毎日が刺激的で、あっという間に時間
が過ぎていきました。
　授業以外にも色々な活動に飛び込むなか、インターンシップ
で訪れたのが現在の勤務先である【濱文様】でした。濱文様は、
てぬぐいや風呂敷をはじめとしたテキスタイル雑貨を企画から
販売まで手掛けている、横浜生まれのブランドです。入社後は
縫製部や企画部など、いくつかの部署を経験。現在は主に EC
サイトの運営を担当していますが、どの仕事においても生活デ
ザイン学科で幅広く学んできたことが活きているなと日々実感
しています。
　そんな中、今回ご縁があり、学園の創立 125 周年を記念する
アイテムとして、生活デザイン学科の皆さんと一緒にオリジナ
ルのてぬぐいを制作するプロジェクトにお声がけいただきまし
た。
　濱文様のてぬぐいは、横浜の伝統的な染色技法である「捺染（な
っせん）」という型染めで作られています。捺染は色ごとに版を

起こし、職人によって手作業で染め上げていく繊細な技術です。
今回のデザインのモチーフは、歴史ある学園の校章。多様な色
で構成されている校章を本来の色に近づけつつ、いかにてぬぐ
いのデザインとして美しく表現するか・・・配色や形に工夫を
凝らし、試行錯誤を重ねながら制作を進めました。
　このプロジェクトでは 4 名の学生がそれぞれの感性を活かし
たデザインを展開。同じ校章をモチーフにしていても、作り手
によって表情が変わるのがデザインの面白いところだなと感じ
ます。学生の皆さんの新鮮なアイデアや、ひたむきにデザイン
に向き合う姿勢には、私も学生時代を思い出し、多くの刺激を
受けました。
　完成したてぬぐいは、今後同窓会にて販売される予定です。
ぜひ、お手に取ってご覧ください。
　てぬぐいはハンカチとしてだけでなく、お部屋のインテリア
として飾ったり、スカーフ代わりに身に着けたり、贈り物を包
んだりと、様々な場面でお使いいただけるアイテムです。
　この特別なてぬぐいが、皆さまの暮らしに彩りを添えること
が出来れば嬉しく思います。

125 年の歴史を彩る、
校章柄てぬぐい
池田 夏実
株式会社ケイス【濱文様】 WEB 広報部

（平成 24 年・短期大学部 生活デザイン学科卒業）

同窓会だより／日本学国際研究所

モチーフとなった学園の校章 伝統と個性が花咲く、
学生デザインのてぬぐい


